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介護支援
ボランティアポイント

モデル事業
（柏台小学校区域）

がスタート

　
介
護
予
防
の
た
め
に

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
せ
ん
か

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
モ
デ
ル
事
業
は
、
市
内
に
居

住
す
る
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
介

護
保
険
施
設
や
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
宅
で
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
と
、
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
特
典
が
受

け
ら
れ
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
を
目
的
と
し
、
事
業
期
間
は

毎
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
で
す
。

本
年
度
に
限
り
４
月
か
ら
開
始
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
柏
台
小
学
校
区
域

を
活
動
場
所
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
先
行
導
入
し
ま
す
。
事
業
を
検

証
し
、
課
題
を
改
善
し
た
後
、
市

内
全
域
へ
拡
大
す
る
方
針
で
す
。

　
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
」が
平
成
３１
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
そ
の
事
業
の
概
要
と
、
平
成
２2
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
独
自
に
取
り
組
ん

で
い
る
社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
と
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、

ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
が
押

印
さ
れ
ま
す
。
１
時
間
の
活
動
で

ス
タ
ン
プ
１
個
、
１
日
２
個
ま
で

を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。
手
帳
は
、

ス
タ
ン
プ
５０
個
ま
で
押
印
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
業
期
間
終
了

後
、
市
へ
申
請
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

交
換
決
定
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
市
商
工
会
で
５
ポ

イ
ン
ト
５
０
０
円
相
当
、
最
大
５０

ポ
イ
ン
ト
で
５
千
円
相
当
の
市
共

通
商
品
券
と
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
商
品
券
は
、
発
行
日
か

ら
有
効
期
限
ま
で
の
６
カ
月
間
、

市
内
の
加
盟
店
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
を
受
け
る
た
め
に
は

年
間
最
大
５０
ポ
イ
ン
ト
付
与

共
通
商
品
券
５
千
円
の
特
典

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な

る
た
め
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
市
が
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
の
受
講

❷
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
扱
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

❸
市
内
に
居
住
す
る
６５
歳
以
上
の

高
齢
者

　
❷
は
、
年
額
３
５
０
円
の
保
険

料
が
か
か
り
ま
す
。
❶
か
ら
❸
ま

で
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、
市
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
す
る
と
、
ポ

イ
ン
ト
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
帳
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、
翌

年
度
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日時　６月１４日（金）午前10時から午後４時まで
場所　市役所多目的ホール棟
持ち物　昼食、ボランティア保険料（３５０円）、印鑑
申込先　市健康福祉課地域包括支援センター
　　　　　　（☎・内線1090）

まずは第２回ボランティア研修会へ参加しましょう！

介護支援ボランティアポイントモデル事業  　＆Ａ

ポイント手帳は１人につき年１枚発行

ボランティア研修会ではどんなことをするの？Ｑ
　安心してボランティア活動が出来るように、介護支援ボラ
ンティアポイントモデル事業に関することやボランティア活
動の心構えなどを学びます。
　また、研修会場でボランティア保険の加入手続きもできます。

Ａ

表＿介護支援ボランティアの活動例

（１）介護保険施設

趣味・特技を生かした活動
（囲碁・将棋などの相手、芸能披露など）

レクリエーションの手伝い

施設行事の手伝い

お茶出し、配膳、下膳の手伝い

入所者・利用者の話し相手、傾聴

散歩や施設内などの車いす移動介助

草取り、草花などの手入れ

洗濯物の整理、シーツ交換

施設職員の指示を受けて行う掃除など
の軽作業

（２）支援を必要とする高齢者宅

家庭ごみのごみ出し

回覧板の回付

草取り、草花などの手入れ（用具などは
持参）

通院、買い物などへの付き添い

除雪（除雪用具などは持参）

Ｑ

ボランティア活動はどのようなことをするの？Ｑ
　介護保険施設や支援を必要とする高齢者宅でボランティア
活動をします。
　活動内容は、右表の活動例を参照してください。

Ａ

ポイントが残ったらどうなるの？Ｑ
　未交換分は５０ポイントまで次の事業期間に繰り越せます。Ａ

随時

八幡平
市役所

本
年
度
の
事
業
の
流
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
受
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
申
請

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
交
付

１2月

【柏台小学校区域】
介護保険施設および

支援を必要とする高齢者宅

４月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
付
与

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
付
与

１月

八幡平
市役所

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

ポ
イ
ン
ト
交
換
決
定
通
知

２月

八幡平市
商工会

ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続
き

市
共
通
商
品
券
交
付

}
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■　

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
が
稼
働

　

八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
の
御
在

所
パ
ー
キ
ン
グ
付
近
に
建
て
ら
れ
た
松

尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
は
１
月
29
日
、
本

格
運
転
を
始
め
ま
し
た
。
最
大
出
力
は

７
４
９
９
㌔
㍗
で
、
一
般
家
庭
の
消
費
電

力
に
換
算
す
る
と
１
万
５
０
０
０
軒
分

相
当
。
国
内
で
出
力
７
０
０
０
㌔
㍗
を
超

え
る
地
熱
発
電
所
の
稼
働
は
22
年
ぶ
り

で
す
。

　

運
営
す
る
の
は
岩
手
地
熱
株
式
会
社

（
本
社
・
柏
台
、
水
田
幹
久
社
長
）。
平
成

23
年
10
月
に
松
尾
八
幡
平
地
域
に
お
け
る

地
熱
開
発
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
25
年
か

ら
地
質
構
造
を
確
認
す
る
た
め
の
構
造

試し
す
い
せ
い

錐
井
の
掘
削
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
29

年
に
事
業
化
が
決
定
。
同
年
４
月
か
ら
建

設
を
始
め
、
30
年
12
月
に
試
運
転
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然

ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
か
ら
助
成
を

受
け
、
出
資
対
象
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

た
国
内
初
の
案
件
。
発
電
し
た
電
力
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度

（
F
I
T
）を
活
用
し
、
東
北
電
力
株
式
会

社
へ
売
電
さ
れ
、
特
定
卸
の
ア
ー
バ
ン
エ

ナ
ジ
ー
株
式
会
社
へ
供
給
さ
れ
ま
す
。
供

給
さ
れ
た
電
力
の
一
部
は
、
市
内
の
公
共

施
設
や
民
間
事
業
者
に
供
給
さ
れ
、
電
力

の
地
産
地
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■　

開
所
を
祝
い
、
安
全
稼
働
願
う

　
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
本
格

的
な
雪
解
け
を
迎
え
た
４
月
19
日
に
、
同

発
電
所
で
開
所
式
と
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。
岩
手

地
熱
の
水
田
社
長
は「
地
元
の
理
解
と
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
で
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
地
元
の
皆
さ
ま

と
連
携
を
密
に
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
電

力
を
安
定
的
に
供
給
し
続
け
て
い
き
た

い
」と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

1蒸気タービン・発電機 2生産基地の坑井 3蒸
気を大気に開放するサイレンサ 4装置や機械を
コントロールする制御室 5復水器から出る温水
を冷却する冷却塔 6上空からの全体写真（岩手地
熱提供） 7開所式テープカット 8安全祈願祭

最
大
出
力
７
４
９
９
㌔
㍗

22
年
ぶ
り
に
国
内
で
地
熱
発
電
所
稼
働

１２
５

６
７８

誕 生

３

４

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所

ご
厚
意
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
で
は
、
月
に
２
日
、
利

用
者
の
散
髪
が
あ
り
、
部
屋
か
ら

そ
の
場
所
ま
で
の
車
い
す
移
動
介

助
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

富
士
見
荘
で
開
か
れ
る
夏
祭
り
で

は
、
利
用
者
全
員
の
移
動
介
助
を

す
る
の
で
、
そ
の
際
に
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
陽
だ
ま
り
の
皆
さ

ん
は
、
利
用
者
と
顔
な
じ
み
で
、

今
で
は
施
設
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

市
の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、地
域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
人
が
増
え
て
、
お
互
い

に
安
心
で
き
る
地
域
が
広
が
れ
ば
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

み
ち
の
く
協
会
の
故
・
関
口

知と
も
お男
前
理
事
長
の「
協
会
が
持
っ
て

い
る
技
術
や
知
識
を
地
域
に
還
元

し
た
い
、
地
域
貢
献
し
た
い
」と
い

う
思
い
が
、
平
成
２２
年
度
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
受
講
生
へ
呼

び
掛
け
て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
陽

だ
ま
り
」発
足
に
賛
同
い
た
だ
き
、

会
員
１４
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
、
継
続
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
が
満
点
の
20
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
５
０
０
円
の
市
共
通
商

品
券
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

わ
ず
か
な
額
な
の
で
、
皆
さ
ん
の

　昭和24年生まれ。平成２８年６月か
ら理事長に就任する。地域における
福祉サービスの拠点として、さまざ
まな事業に取り組んでいる。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
感
謝

みちのく協会理事長さんに聞きました！

　
八
幡
平
市
に
移
住
し
、
定
年
後

を
ど
う
過
ご
そ
う
か
な
、
と
思
っ

て
い
た
時
に
、
み
ち
の
く
協
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
妻
と
一

緒
に
受
講
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
受
講
後
の
平
成
２３
年
１０
月

に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
陽
だ
ま

り
」の
設
立
に
賛
同
し
、
初
代
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
主
に
富
士
見
荘
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
車
い
す
の
移
動
介
助
を

し
て
い
ま
す
。利
用
者
の
そ
ば
で
、

夏
祭
り
を
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、

お
茶
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
自

分
も
一
緒
に
楽
し
み
を
共
有
で
き

る
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力

で
す
。

　
以
前
、
利
用
者
の
布
絵
制
作
を

介
添
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
作
品
が
部
屋
に
飾

ら
れ
る
と
、
私
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
何
か
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
を

や
り
た
い
。
人
に
喜
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
自
分
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
家
で
た
だ
過
ご
す
よ
り

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

体
を
動
か
し
た
方
が
、
自
分
の
健

康
の
た
め
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
無
理
を
し

な
い
程
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑

張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
自
分
の
健
康
に
も
な
る

　昭和15年生まれ。遠野市で育つ。
高校教諭を定年退職し、八幡平市へ
移住。妻と共にボランティアの会の
活動を積極的に取り組んでいる。

ボランティアさんに
聞きました！

社会福祉法人みちのく協会

工藤 和子 さん（70）理事長
＝松尾＝

ボランティアの会 陽だまり

多田 實
み つ や

也 さん（78）会長
＝上寄木＝

表＿ボランティアの活動場所となる介護保険施設
施設名 連絡先

特別養護老人ホーム　富士見荘 ☎ 78－2455

介護老人保健施設　希望（のぞみ） ☎ 7１－1010

ケアハウス　アーベイン八幡平 ☎ 78－２７１０

松尾デイサービスセンター ☎ 78－3720

八幡平ハイツ　デイサービスほかほかクラブ ☎ 78－2229

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
場
所
は
、
左
表
に
あ
る
介
護
保

険
施
設
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
宅
と
な
り
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
交
付
後
、
希

望
す
る
介
護
保
険
施
設
へ
連
絡

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
・

内
線
１
０
９
０)
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令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

30
年
度
予
算
と
比
較
し
、
12
億
６
８
０
０
万

円（
５
・
８
％
）減
の
２
０
７
億
６
５
０
０
万

円
で
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳

を
上
段
の
円
グ
ラ
フ
に
、
会
計
別
の
予
算
額

を
次
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
示
し
ま
す
。

　
歳
入
・
歳
出
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

【
歳
入
】

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
最
も
多
く
を
占
め
る

の
が
、地
方
交
付
税
の
77
億
円（
構
成
比
37
・

１
％
）で
す
。

　
自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
の

が
市
税
で
、市
民
税
個
人
分
の
増
を
見
込
み
、

30
億
１
３
２
８
万
円（
14
・
５
％
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
自
主
財
源
４
億

７
０
６
１
万
円（
２
・
３
％
）の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
増
を
期
待
し
て
２
億
円（
１
％
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
増
減

が
あ
っ
た
科
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設

の
延
命
化
工
事
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
10
億

９
６
７
６
万
円（
31
・
１
％
）減
の
24
億
２
４

３
５
万
円
。
商
工
費
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
の
施
設

整
備
工
事
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
５
億
３
４

８
万
円（
34
・
３
％
）減
の
９
億
６
５
２
６
万

円
。
消
防
費
は
、
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た

防
災
行
政
無
線
の
整
備
工
事
費
の
減
な
ど
に

よ
り
、
４
億
６
７
４
１
万
円（
34
・
３
％
）減

の
８
億
９
６
７
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
民
生
費
は
、
30
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
統
合
保
育
所
の
整
備
工
事
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、１
億
８
１
６
０
万
円（
３
・
７
％
）増
の

51
億
１
８
５
２
万
円
。
農
林
水
産
業
費
は
、
30

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー

の
整
備
工
事
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、１
億
９
７

６
４
万
円（
12
・
５
％
）増
の
17
億
７
８
０
６

万
円
。
教
育
費
は
、
ラ
グ
ビ
ー
場
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
工
事
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、３
億
１
１

２
８
万
円（
23
・
９
％
）増
の
16
億
１
３
３
２

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
債
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
が
赤
字
と
な
る
見
通
し
で
す
。
実
質
公
債

費
比
率
は
、
29
年
度
決
算
で
12
・
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
起
債
に
県
知
事
の
許
可
が
必

要
と
な
る
基
準（
18
％
）を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

令和元年度新規事業の主な内容
事業名 内容【予算額※１万円未満を四捨五入】

総合収納システム
業務

収納事務の合理化と市税などの納入先の多様化（ゆう
ちょ銀行）への対応【615万円】

庁舎管理費（工事請
負費） 西根総合支所外壁改修工事など【7,302万円】

ふるさと創生支援
事業費補助金

市まち・ひと・しごと創生総合戦略に主体的に取り組む
団体（市民および八幡平市応援市民）が行う地域の課題
解決および活性化を図る事業に対し、補助金（上限50万
円）を交付【150万円】

プラチナサマーキ
ャンププログラム
企画運営業務

将来日本への帰国を考えている在米日本人向けに１カ
月程度の滞在プログラムを実施【290万円】

東京オリンピック
ホストタウン推進
事業

東京オリンピック大会のホストタウン覚書を締結した
ルワンダ共和国の事前合宿。併せて、ルワンダ共和国
に関する講演会、児童生徒と選手団との交流事業など
の実施【2,557万円】

ウェブサイトリニ
ューアル・運用保
守業務

利用者にとって、より情報が見やすく探しやすいウェ
ブサイトへリニューアル【1,034万円】

高齢者先進安全自
動車購入費補助金

新車登録日に70歳以上の高齢者の自動ブレーキ等を搭
載した自動車（先進安全自動車）の購入費に対して８万
円または10万円を補助【180万円】

特定空家等解体業
務

木造２階の１戸建住宅で延床面積が140平方㍍を想定
【548万円】

コミュニティセン
ター等管理事業（委
託料・工事請負費）

平舘コミュニティセンター整備工事実施設計業務（木
造平家建約500平方㍍）、田山コミュニティセンタート
イレ改修工事【1,689万円】

介護支援ボランテ
ィアポイントモデ
ル事業

柏台小学校区域をモデル地区として、高齢者が地域の
在宅高齢者宅や介護保険施設などでボランティア活動
を行った際にポイントを付与し、そのポイントを市内
共通商品券と交換できるなどの仕組みづくりを構築

【40万円】
家庭的保育運営支
援補助金

家庭的保育実施事業者に運営費を２年間支援【161万
円】

新生児聴覚検査費
用助成事業

新生児期における聴覚検査について、１人１回３千円
を上限に助成【42万円】

いわて型野菜トッ
プモデル産地創造
事業費補助金

▶「野菜販売額１億円産地」モデル拠点整備事業：令和
４年度までに同一品目の野菜販売額を１億円以上増加
させる計画のものに事業費を補助▶次世代型施設園芸
モデル拠点整備事業：令和４年度までに同一品目の野
菜の単収を倍増させる計画のものに事業費を補助

【1,763万円】
新しい園芸産地づ
くり支援事業費補
助金

水稲から園芸作物に転換し、令和４年度までに新しい
園芸産地体制を確立する計画のものに事業費を補助

【3,883万円】
盛岡広域鳥獣被害
防止対策協議会負
担金

有害駆除実施の際の実働者である有害駆除隊員の継続
的な確保【528万円】

林業振興基金積立
金

森林環境譲与税の配分開始に伴う森林環境譲与税の積
み立て【2,030万円】

大更駅前顔づくり
施設等予備設計業
務

大更駅前顔づくり施設等の予備設計【3,240万円】

創業者支援補助金 空き店舗などを利用した新規創業者へ助成（１店舗限
度額50万円）【100万円】

商工業担い手育成
事業補助金

市内商工業者の事業認知度を高めるイベント、従業員
定着を図るイベント開催経費へ助成【223万円】

御在所地区温水利
用施設等整備詳細
設計業務

御在所地区の温水利用施設および駐車場の環境整備
【470万円】

岩手県立平舘高等
学校教育振興会補
助金（※拡充）

進路指導事業（春季休業中に国公立大学進学希望者に
対し、予備校講師による特別課外授業を実施）に対する
支援（※対前年度比28万円の増額）【455万円】

体育施設維持管理
事業（委託料・工事
請負費）

ラグビー場グラウンド人工芝舗装工事、ローラースキ
ーコース設計業務、田山射撃場管理棟改修工事【３億
5,662万円】

議会費
1億7,519万円
　　　(0.8％） 

議会費
1億7,519万円
　　　(0.8％） 

総務費
25億2,478万円
(12.2％） 

総務費
25億2,478万円
(12.2％） 

民生費
51億1,852万円
　　　（24.6％） 

民生費
51億1,852万円
　　　（24.6％） 

衛生費
24億2,435万円
　　　(11.7％） 

衛生費
24億2,435万円
　　　(11.7％） 

労働費
40万円
労働費
40万円

農林水産業費
17億7,806万円
　　　(8.6％） 

農林水産業費
17億7,806万円
　　　(8.6％） 

商工費
9億6,526万円
(4.6％） 

商工費
9億6,526万円
(4.6％） 

土木費
22億4,331万円
　　　(10.8％） 

土木費
22億4,331万円
　　　(10.8％） 

消防費
8億9,677万円
(4.3％） 

消防費
8億9,677万円
(4.3％） 

教育費
16億1,332万円
　　　(7.8％） 

教育費
16億1,332万円
　　　(7.8％） 

災害復旧費
369万円
災害復旧費
369万円

公債費
29億9,135万円
　　（14.4％） 

公債費
29億9,135万円
　　（14.4％） 

予備費
3,000万円
(0.1％） 

予備費
3,000万円
(0.1％） 

歳出

市税
30億1,328万円
　　　(14.5％）

市税
30億1,328万円
　　　(14.5％）

繰入金
20億8,640万円
(10.0％）

繰入金
20億8,640万円
(10.0％）

諸収入
4億1,672万円
　　　(2.0％）

諸収入
4億1,672万円
　　　(2.0％）

その他の自主財源
4億7,061万円
　　　　(2.3％）

その他の自主財源
4億7,061万円
　　　　(2.3％）地方交付税

77億円
(37.1％）

地方交付税
77億円
(37.1％）

市債
28億6,170万円
　　　(13.8％）

市債
28億6,170万円
　　　(13.8％）

国庫支出金
18億7,071万円
　　　(9.0％）

国庫支出金
18億7,071万円
　　　(9.0％）

県支出金
14億4,142万円
　　　(6.9％）

県支出金
14億4,142万円
　　　(6.9％）

その他の依存財源
9億417万円
　　　　(4.4％）

その他の依存財源
9億417万円
　　　　(4.4％）

歳入

自主財源
(28.8％）
自主財源
(28.8％）

依存財源
(71.2％）
依存財源
(71.2％）

※予算額は１万円未満を、割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。
　また、歳出の労働費と災害復旧費は、割合が0.1％未満となるため、割合の表記を省略しています。

歳入のおおまかな内容
▶市税＝市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、
入湯税
▶繰入金＝積立金の取り崩しや、ある会計から別な会計
に繰り入れるお金
▶地方交付税＝所得税など国税から財政状況に応じて交
付されるお金
▶市債＝建設事業などを行うために市が借りるお金
▶国庫（県）支出金＝特定の行政目的を達成するため、そ
の経費に充てることを条件に国（県）から交付されるお金

歳出のおおまかな内容
▶議会費＝市議会の運営のために使うお金
▶総務費＝行政全般の事務に関する経費、財産管理など
に使うお金
▶民生費＝障がいのある人や高齢者の支援、子育て支援
や生活保護などに使うお金
▶衛生費＝予防接種、健康診断、ごみ処理などに使うお
金
▶労働費＝雇用確保のための作業員賃金や委託費用など
▶農林水産業費＝農業や林業振興などに使うお金
▶商工費＝商工業の振興や観光イベントなどに使うお金
▶土木費＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使うお
金
▶消防費＝消防署の経費の負担や消防団員の報酬、防災
行政無線の整備などに使うお金
▶教育費＝小・中学生などの教育のために使うお金
▶災害復旧費＝公共土木施設（河川や道路など）が被災し
た場合、従前の機能を回復するために使うお金
▶公債費＝市債（借入金）を返済するために支払うお金

会計別当初予算額
※１万円未満を四捨五入

上段：令和元年度
下段：平成30年度

一般会計
207億6,500万円
220億3,300万円

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定）
33億3,966万円
30億8,276万円

後期高齢者医療
2億8,133万円
2億6,882万円

国民健康保険（診療施設勘定）
2億2,647万円
2億4,000万円

公共下水道事業
3億7,171万円
9億5,613万円

農業集落排水事業
6億2,267万円
6億4,473万円

浄化槽事業
7,766万円
8,004万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収入
5億8,731万円
6億1,260万円

収益的支出
5億8,230万円
6億　459万円

資本的収入
3億1,285万円
2億5,784万円

資本的支出
6億2,264万円
4億5,744万円

西
根
病
院
事
業

収益的収入
8億8,981万円
8億6,810万円

収益的支出
9億　999万円
9億　286万円

資本的収入
36億1,993万円
8億7,628万円

資本的支出
38億　278万円
10億3,772万円

▼
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
基
礎
的
財
政

収
支
。地
方
債
発
行
を
除
く
税
収
な
ど
の
正
味

の
歳
入
と
公
債
費（
元
金
償
還
額
分
の
み
）を

除
く
歳
出
と
の
収
支

▼
実
質
公
債
費
比
率
＝
地
方
債
の
償
還
金
を

標
準
財
政
規
模
で
割
っ
た
も
の
で
、通
常
過
去

３
年
間
の
平
均
値
を
と
り
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
財
政
指
標
を
注
視
し
な
が

ら
、
将
来
負
担
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
計

画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
財
政
係

（
☎
・
内
線
１
２
０
5
）

6,500207 億 万円

令和元年度一般会計予算
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着
任
紹
介

　
４
月
か
ら
、
沖
縄
県
名
護
市
職
員
の
神

山
知と
も
え恵
さ
ん
が
、
農
林
課
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
友
好
都
市
の
名
護
市
と

相
互
に
職
員
を
派
遣
し
、
実
務
研
修
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
「
沖
縄
で
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
た
く

さ
ん
経
験
し
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
神

山
さ
ん
。
派
遣
期
間
は
１
年
で
、
３
月
末

ま
で
配
属
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞
令
交
付
式
は
４

月
１
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
新
隊
員
の

吉
田
力ち
か
らさ
ん
と
福
田
光み
づ
き希
さ
ん
に
辞
令
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
西
根
病
院
の
副
院
長
兼
内
科

長
に
梶
原
隆
医
師
が
、
安
代
診
療
所
長
に

長
嶺
進
医
師
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
医
師
2
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
人
、

名
護
市
か
ら
の
派
遣
職
員
が
平
成
31
年
４
月
に

着
任
し
ま
し
た
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
た
な
仲
間
が
加
入

　
吉
田
さ
ん
は
東
京
都
大
田
区
出
身
の
31

歳
。
約
6
年
間
の
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
で
得

た
語
学
力
を
生
か
し
、
東
京
五
輪
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
相
手
国
ル
ワ
ン
ダ
と
の
交
流
促

進
に
努
め
ま
す
。

　
福
田
さ
ん
は
福
島
県
猪
苗
代
町
出
身
の

22
歳
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
対
象
と
し
た
市

主
催
の
さ
す
ら
い
合
宿
に
参
加
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、隊
員
に
応
募
し
ま
し
た
。

市
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
結
び
付
け
る
仕
組

み
作
り
を
目
指
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
現
在
、
新
任
の
２
人
を
含
め
て
同
隊
員

は
７
人
で
す
。

　
全
国
的
に
医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
る

中
、
本
市
で
勤
務
し
、
患
者
に
寄
り
添
っ

た
地
域
医
療
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
医
療
の
推
進
に
待
望
の
医
師
２
人
が
着
任

新たに地域おこし協力隊に加わった
（左から）吉田さんと福田さん

残雪の岩手山を背景に神山さんをパ
シャリ（雪が解けた後にはいざ頂へ）

【略歴】　自治医科大学卒。平成18年５月から28年９
月まで岩手医科大学糖尿病代謝内科助教、同年10月
から31年３月まで盛岡市立病院糖尿病代謝内科第
二科長兼健康管理科長を務める。46歳。盛岡市出身。

梶原 隆 医師

西根病院副院長兼内科長

長嶺 進 医師

安代診療所長

 

名
護
市
と
相
互
に
職
員
を
派
遣

【略歴】　金沢大学医学部卒。平成24 年４月に県立中
央病院中央手術部長となり、27年４月から31年3月
まで同病院の副院長を務める。65歳。福島県会津美
里町出身。

　

納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、
納
税
相
談

の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に
誠
意
の
見

ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
場

合
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を

保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
、

滞
納
し
て
い
る
人
の
資
産
や
収
入
の
調
査

を
行
い
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
滞
納
し

て
い
る
税
金
に
充
て
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
市
に
は
、
裁
判
所
の
許
可
な
し
に
差

し
押
さ
え
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、

滞
納
者
本
人
が
不
在
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
主
な
財
産
は
、

給
与
・
賞
与
、
預
貯
金
、
売
掛
金
、
生
命

保
険
、
動
産（
貴
金
属
・
自
動
車
な
ど
）、

不
動
産
な
ど
で
、平
成
30
年
度
は
２
６
７
件
、

約
１
５
１
１
万
円
を
市
税
に
充
て
ま
し
た
。

　

市
税
を
定
め
ら
れ
た
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と
言
い
、

滞
納
し
た
場
合
、延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　
延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。令
和
元
年
中
は
、年
率
８・９
％

（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
は
２・
６
％
）で
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
の

日
数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な

ど
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

は
、
本
庁
舎
の
み
午
後
５
時
15
分
か
ら
７

時
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

各
種
証
明
書
の
発
行
や
市
税
な
ど
の
収
納

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
中
に
市
役
所

へ
来
ら
れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
）

　
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
納
付
さ
れ
た
市
税
は
、
福
祉
や

教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
納

期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
確
認
で
き
な

い
人
に
対
し
て
、
市
が
委
託
し
て
い
る

「
市
税
等
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
」か
ら
電

話
に
よ
る
納
付
の
確
認
や
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
や
催
告
通
知

書
の
発
送
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
業
務

に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
そ
の
経

費
は
市
税
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　市税の納付には、納め忘れのない口座振替をお勧
めしています。口座振替を利用すると、指定した口
座から、各納期の末日に振替納付することができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関またはゆうちょ
銀行（郵便局）の窓口に納入通知書・預貯金通帳・通
帳印を持参し、申し込みください。
※市内の金融機関には、口座振替依頼書を備え付け
ています。市外の金融機関を利用したい場合は、税
務課へ問い合わせてください。

納税には便利な口座振替のご利用を

市税は期限内に
納付しましょう

　第28回岩手山焼走りマラソン全国大会が開催されます。
■日時　７月７日㈰午前９時開会（受け付けは、午前７時半か
ら８時50分まで）、雨天決行
■会場　岩手山焼走り国際交流村（マラソンは、岩手山パノラ
マラインを利用した折り返しコース）
■種別　▶一般（10㌔、５㌔）▶中学生３㌔▶ファミリー２㌔
■申し込み方法　❶各種インターネットサイト❷郵便振替用
紙  ※いずれの方法でも、別途手数料が必要となります。
■申込期限　５月24日㈮　※当日消印有効
■問い合わせ先　市体育協会（☎76-4141）または地域振興課
スポーツ推進係（☎・内線1152）

岩手山焼走りマラソンの
参加者を募集しています

前回大会一般10㌔コースのスタート

　

公
平
性
を
保
つ
た
め
の
滞
納
処
分

　

市
税
は
貴
重
な
財
源

　

納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

　

納
付
を
怠
る
と
延
滞
金
が
発
生

09 08No.287 ◎2019．5.9



　
市
は
、
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す
。

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
自
動
車
事

故
を
防
止
し
、
事
故
時
に
お
け
る
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
７０
歳
以
上
を
対
象
に
、
１

人
当
た
り
１
回
限
り
、
安
全
運
転
装
置
を
搭

載
し
た
新
車
の
購
入
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
車　
❶
～
❹
を
全
て
満
た
す
自
動
車

❶
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度

内
に
新
車
登
録
さ
れ
た
自
家
用
お
よ
び
乗
用

の
用
途

❷
車
両
本
体
価
格（
消
費
税
抜
き
）が

２
０
０
万
円
以
下

❸
自
動
車
検
査
証
の
使
用
の
本
拠
の
位
置
が

市
内

❹
市
内
の
自
動
車
販
売
店
か
ら
購
入

■
対
象
者　
❶
～
❺
を
全
て
満
た
す
人

❶
市
内
に
住
所
を
有
し
、
新
車
登
録
日
に
お

い
て
70
歳
以
上

❷
営
利
を
目
的
と
せ
ず
自
ら
使
用
す
る
目
的

高
齢
者
の
先
進
安
全
自
動
車

購
入
を
補
助
し
ま
す

で
新
車
を
購
入

❸
自
動
車
運
転
免
許
証
を
保
有

❹
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
と
一
致

❺
市
税
の
滞
納
が
な
い

■
補
助
区
分
と
金
額

　
市
は
、
人
材
・
青
少
年
の
育
成
に
係
る
研

修
、
交
流
事
業
に
対
す
る
経
費
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

人
材
・
青
少
年
育
成
の
た
め

補
助
金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
民
参

加
の
も
と
男
女
が
尊
重
し
合
い
、共
に
参
画
す

る
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
き
ま
す
。

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

■
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

■
申
し
込
み
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学
習
係

（
☎
・
内
線
１
１
４
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー（
☎
・

０
１
９・６
０
６・１
７
６
１
）

　

渋
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
平
成
30
年
9

月
1
日
か
ら
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
令
和
２
年
3
月
31
日
ま
で
休
止
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉

係（
☎
・
内
線
１
１
０
７
）

渋
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

休
止
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
市
は
、
市
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
や
対

策
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
協
議
会

の
委
員
を
２
人
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
用
件　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

❶
申
込
時
に
18
歳
以
上
で
市
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
住
所
を
置
く
人

❷
本
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
で
な
い
人

❸
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
開
催

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

協
議
す
る
委
員
を
募
集

■
申
請
期
限　
補
助
対
象
車
の
新
車
登
録
日

か
ら
起
算
し
て
２
カ
月
以
内
か
、
補
助
金
の

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日

※
２
、３
月
に
申
請
す
る
場
合
は
、事
前
に
防

災
安
全
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地
域
安
全

係（
☎
・
内
線
１
２
６
６
）

　
市
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
、
住
宅

関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
工
事
費
と
住
宅
の
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
費
に
助
成
し
ま
す
。
申
請
は
工
事
着
手
前

に
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事

■
対
象
住
宅　

▼
居
住
す
る
目
的
で
市
内
に
新
築
す
る
木
造

住
宅
、
ま
た
は
所
有
か
つ
居
住
し
て
い
る
市

内
の
住
宅
で
増
改
築
す
る
木
造
住
宅

※
共
同
住
宅
、
建
売
住
宅
、
別
荘
な
ど
一
時

的
に
使
用
す
る
住
宅
、
賃
貸
な
ど
営
利
を
目

的
と
し
た
住
宅
は
対
象
外

▼
集
合
住
宅
や
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
用
、
住
宅
用
と
し

て
使
用
し
て
い
る
住
宅

▼
過
去
に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事
と

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

■
対
象
工
事　

▼
新
築
ま
た
は
建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
増

改
築
で
、
対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
が

１
０
０
万
円
以
上
の
工
事

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住
宅

は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事

▼
施
工
業
者（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）が

施
工
す
る
工
事

▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事

▼
令
和
２
年
３
月
19
日
㈭
ま
で
に
完
了
報
告

が
で
き
る
工
事

■
対
象
者

▼
助
成
金
の
交
付
請
求
時
に
対
象
住
宅
に
居

住
し
、
所
有
し
て
い
る
人

▼
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▼
過
去
に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
左
表
の
通
り

■
申
請
期
限　
12
月
20
日
㈮

❷
住
宅
の
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

■
対
象
住
宅

▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上
を
所
有
し
、
自
己

ま
た
は
自
己
と
生
計
を
同
一
に
す
る
親
族
が

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
居
住
し
て
い

る
市
内
の
住
宅

▼
過
去
に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事

▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便
槽
ま
た
は
合
併
処

理
浄
化
槽
を
下
水
道
処
理
施
設
、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に

接
続
す
る
工
事
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
増
改
築

工
事

▼
対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
が
20
万
円
以
上

の
工
事

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住
宅

は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事

▼
増
築
の
場
合
は
、
増
築
面
積
が
10
平
方
㍍

以
下
の
工
事

▼
市
内
に
主
と
な
る
事
業
所
か
本
店
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
が
施
工
す
る
工
事

▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事

▼
令
和
２
年
３
月
19
日
㈭
ま
で
に
完
了
報
告

が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築

工
事
の
対
象
者
と
同
様

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の

５
分
の
１
以
内
の
額（
上
限
20
万
円
）

※
市
共
通
商
品
券
で
交
付

■
申
請
期
限　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

表＿木造住宅新築・増改築工事助成額
工事

受注者 対象経費 助成額

市内の
業者

2,000万円以上 50万円

1,000万円以上2,000万円未満 40万円

500万円以上1,000万円未満 30万円

100万円以上500万円未満 20万円

※市外業者に発注した場合、助成額は半額
※市産材を５立方㍍以上使った場合は、１立方㍍
当たり２万円を上乗せ（上限50万円）

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築
係（
☎
・

内
線
１
３
０
６
）

　
市
は
、
市
立
保
育
所
で
働
く
臨
時
保
育
士

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。
賃
金
や
勤
務
内
容

な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉

係（
☎
・
内
線
１
１
０
５
）

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
と
は
、
多
種
多
様

な
知
識
や
技
能
を
持
っ
た
人
の
情
報
を
登

録
・
公
開
し
、
地
域
や
団
体
の
生
涯
学
習
活

動
の
講
師
・
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
登
録
方
法　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録

申
請
書
を
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
本
庁
地
域
振
興
課
・

各
支
所
地
域
振
興
係
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
情
報
の
公
開　
登
録
情
報
を
取
り
ま

と
め
た
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

ほ
か
、
本
庁
地
域
振
興
課
・
各
支
所
地
域
振

興
係
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学
習

係（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
申
込
期
限　
６
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地
域
安
全

係（
☎
・
内
線
１
２
６
５
）

■
申
込
期
限　
事
業
実
施
の
1
カ
月
前

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学
習

係（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時　
６
月
15
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
半
ま
で

▼
場
所　
ア
イ
ー
ナ

▼
内
容　
筑
波
大
学
大
学
院
・
山
口
香
教
授

（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔
道
選
手
）に
よ
る

講
演
な
ど

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

▼
期
間　
６
月
15
日
㈯
か
ら
11
月
24
日
㈰
ま

で
の
全
7
回
14
講
座

▼
内
容　
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
、多

様
性
、D
V
防
止
、復
興
・
防
災
な
ど

▼
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、資
料
代
実
費

１
５
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。）

❶
研
修
会
等
開
催
事
業

　
各
種
団
体
が
、
そ
の
分
野
の
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
研
修
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催

（
参
加
者
か
ら
の
会
費
な
ど
に
よ
る
収
益
を

差
し
引
い
た
経
費
の
う
ち
、
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
以
内
で
50
万
円
を
上
限
）

❷
国
内
外
研
修
事
業

　
個
人
が
、
市
内
の
団
体
や
国
、
県
な
ど
の

主
催
す
る
研
修
会(

国
外
を
含
む)

に
参
加

（
個
人
が
支
払
う
経
費
で
直
接
研
修
に
要
す

る
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
以
内
で

10
万
円
を
上
限
）

❸
青
少
年
派
遣
研
修
事
業

　
20
歳
未
満
の
青
少
年
を
市
長
が
認
め
る
研

修
に
派
遣（
派
遣
さ
れ
る
青
少
年
が
負
担
す

る
経
費
の
う
ち
、
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

以
内
で
１
人
に
つ
き
25
万
円
を
上
限
）

❹
国
際
交
流
事
業

　
団
体
が
、国
際
親
善
、国
際
理
解
の
た
め
に

国
際
交
流
事
業
を
実
施（
事
業
実
施
団
体
に
支

援
金
と
し
て
50
万
円
を
限
度
に
補
助
）

サ
ポ
カ
ー
S 

ワ
イ
ド （
10
万
円
）

▼
搭
載
安
全
装
置　
自
動
ブ
レ
ー
キ（
対
歩

行
者
）、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装

置
、車
線
維
持
支
援
制
御
装
置
ま
た
は
車
線

逸
脱
警
報
装
置
、先
進
ラ
イ
ト

サ
ポ
カ
ー
S 

ベ
ー
シ
ッ
ク
＋ （
８
万
円
）

▼
搭
載
安
全
装
置　
自
動
ブ
レ
ー
キ（
対
車

両
）、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置

サ
ポ
カ
ー
S 

ベ
ー
シ
ッ
ク （
８
万
円
）

▼
搭
載
安
全
装
置　

低
速
自
動
ブ
レ
ー
キ

（
対
車
両
）、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑

制
装
置
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120） 本田医院（☎35-3002）
西根病院（☎76-3111） 長橋医院（☎23-7612）
東八幡平病院（☎78-2511）

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
スマイル薬局（☎75-2871） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
白樺薬局（☎74-3363） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
大更調剤薬局（☎70-1320） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎71-1001） 日本調剤薬局（☎30-1193）

花輪調剤薬局（☎30-0066）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学附属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-６３５-１３０５
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）から受
け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

６月21日㈮
10：0０～15：００

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ６月13日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎７6-３１１1）

糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
耳　鼻　科 毎週水曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　１0：0０～

心臓・血管外科 第２・４木曜日　　　午前中
呼　吸　器 第３月曜日　　　　　１4：0０～
血　　　液 第３水曜日　　　　　１４：００～
神　　　経 第３木曜日　　　　　１４：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内　　　科 第２・４木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
５月20日〜６月23日

市税納期（納期限５月31日）　固定資産税（第１期）、軽自動車税 県税納期（納期限５月31日）　自動車税

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■健康福祉課＝子宮頸がん・乳
が ん 検 診【 受 付 】　9：00～10：00

（田山コミセン）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（西根地区市民セン
ター）
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■安代総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（田山コミセン）
■図書館＝日本近代史を学ぶ会　
13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝▶総合健診【受
付】　7：00～9：30（松尾コミセン）
▶１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝ミニドック健診

【受付】　7：00～9：30（松尾コミセ
ン）
■体育協会＝▶姿勢改善エクサ
サイズ教室　13：30～14：30（市総
合運動公園体育館）▶子どもか
けっこ教室　18：30～20：00（安代
地区体育館）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（田山コミセン）
■体育協会＝姿勢改善エクササ
イズ教室　13：30～14：30（荒屋コ
ミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（田山コミセン）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（舘市コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（浅沢コミセン）
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談・離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（畑コミセン）
■田頭コミセン＝成人講座「おう
ちパン教室」　10：00～13：00
■寺田コミセン＝健康体操教室　
13：30～15：00

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（細野コミセン）
■松尾コミセン＝芸術・ 文 化 講
座　7：00～19：00（宮城県気仙沼
市）

■図書館休館日（図書整理日）
■平舘コミセン＝成人講座「階上
岳トレッキング」　7：00～17：30

（青森県階上町）
■健康福祉課＝親子教室【受付】　
9：30～9：55（市役所多目的ホール
棟）
■大更コミセン＝大更ふれあい大
学開講式・第１回講座　13：30～
16：00

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受付】　
13：00～13：15（市役所多目的ホー
ル棟）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）
■寺田コミセン＝健康体操教室　
13：30～15：00

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（平舘コミセン）
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～14：45（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（平舘コミセン）
■田頭コミセン＝成人講座「トー
ルペイント教室」　13：30～15：30

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝ あ み ぐ る み 教 室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多目
的ホール棟）
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■田頭コミセン＝田頭曙大学開
講式　10：00～14：00
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
11：40～14：50（田山地区）
■健康福祉課＝１歳６カ月児健
診【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）

■広報はちまんたい発行日
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝もうすぐパパママ
教室【受付】　9：40～10：00（市役所
多目的ホール棟）
■田頭コミセン＝成人講座「コー
ン人形作り教室」　13：30～15：30
■図書館＝県立図書館巡回展「い
わての絵暦」　※23日まで

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■大更コミセン＝大更婦人学級
開 講 式・ 第 １ 回 講 座　10：00～
12：00
■図書館＝日本近代史を学ぶ会　
13：30～15：00

■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝子宮頸がん・乳
がん検診【受付】　9：00～10：00

（平舘コミセン）、13：30～14：30
（田頭コミセン）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（寺田コミセン）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（西根地区市民セン
ター）
■安代総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（安代総合支所）
■図書館＝▶本のクリニック　
10：00～15：00▶県立図書館巡回展

「手づくり絵本展」　※24日まで
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（寺田コミセン）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・議案上程ほか（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・休会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■商工観光課＝七時雨山山開き

（山開き式は9：00から田代平登山
口）
■寺田コミセン＝自然を歩こう
① 七 時 雨 登 山　9：00～15：30（七
時雨山）

▶当番医（市内）吉田内科呼吸器科
医院・（鹿角）かづの厚生病院▶当
番薬局（市内）スマイル薬局・（鹿
角）ヘルシークラブ厚生病院前薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝早起きソフト
ボールリーグ開会式　5：00～
7：00（大更小校庭）
■商工観光課＝八幡平山開き（山
開き式は10：00から八幡平山頂レ
ストハウス）
■健康福祉課＝子宮頸がん・乳
がん検診【受付】　9：00～10：00、
13：30～14：30（市役所多目的ホー
ル棟）
■田頭コミセン＝ピラティス教
室　14：00～15：00
■図書館＝えほんの会　14：00～
15：00

■市役所閉庁日
■商工観光課＝七時雨マウンテ
ントレイルフェス　8：00開始（七
時雨山エリア周辺）
■大更コミセン＝グラウンドゴ
ルフ大会　8：00～12：00（松尾総
合運動公園）

▶当番医（市内）平舘クリニック・
（鹿角）本田医院▶当番薬局（市内）
白樺薬局・（鹿角）ファーマックス
かづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第３回東北選抜小
中 学 生 相 撲 大 会 　 9：00～15：00

（松尾相撲場）
■図書館＝▶おはなしのじかん　
14：30～15：00▶T o m ＆T a m 
Story Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（市役所多目的ホール
棟）
■防災安全課＝市消防訓練大会　
8：30～15：00（松尾総合運動公園）

▶当番医（市内）西根病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局

（市内）大更調剤薬局・（鹿角）日
本調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝八幡平短歌会　13：00～
15：30
■田頭コミセン＝ピラティス教
室　14：00～15：00

■市役所閉庁日
■商工観光課＝▶残雪の裏岩手
連峰開山祭　7：00 開始（松川温泉
河畔公園）▶焼走り熔岩流まつり　
9：00～15：00（岩手山焼走り国際
交流村）
■健康福祉課＝献 血　10：00～ 
13：00（岩手山焼走り国際交流村）、
15：00～16：30（マックスバリュ西
根店）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）長橋医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝子宮頸がん・乳
がん検診【受付】　9：00～10：00

（柏台小）、13：30～14：30（寺田コ
ミセン）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■ 防 災 安 全 課 ＝ 市 消 防 演 習　
7：40～12：00（松尾総合運動公園）

▶当番医（市内）吉田内科呼吸器
科医院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）スマイル薬
局・（鹿角）花輪調剤薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

撮れる・映える・魅せる 
レク森フォトコンを開催

　「魅せたい！レク森フォトコン
テスト」実行委員会では、フォト
コンテストを開催します。八幡平
地域のレクリエーションの森を含
む周辺の魅力的な風景を撮影した
写真を応募してください。
■応募資格　13歳以上の人
■応募期限　令和２年１月31日
㈮必着
■応募方法　Instagramを通し
て撮影した写真を投稿してくださ
い。詳しくは岩手北部森林管理署
ウェブサイトを確認してください。
■問い合わせ先　同管理署（☎
72-2221）

税務のスペシャリスト 
税務職員を採用します

　仙台国税局では、税務職員の採
用試験を行います。
■第１次試験日　９月１日㈰　
■受験資格　❶４月１日において
高校卒業後３年を経過していない
人または令和２年３月までに高校
を卒業する見込みの人❷人事院が
❶に掲げる者に準ずると認める人
■申込期間　６月17日㈪から26
日㈬まで
■申し込み方法　国家公務員試験
採用情報NAVIから
■問い合わせ先　同局人事第二課
試験研修係（☎022-263-1111・内
線3236）または人事院東北事務局

（☎022-221-2022）

消防法の規定に基づく 
危険物取扱者試験実施

　(一財)消防試験研究センター岩
手県支部では、危険物取扱者試験
を行います。
■試験日　6月22日㈯・29日㈯・
7月6日㈯
■申請期限　▶電子申請　５月
14日㈫午後５時▶書面申請　５
月17日㈮(消印有効)
■問い合わせ先　同研究センター
県支部（☎019-654-7006）

労働安全衛生法に基づく 
出張特別試験を行います

　(公財)安全衛生技術試験協会東
北安全衛生技術センターでは、出
張特別試験を行います。
■試験日　８月17日㈯

第72回岩手芸術祭の 
テーマを募集します

　岩手芸術祭実行委員会では、第
72回岩手芸術祭のテーマを懸賞
募集します。
■応募資格　県内在住、出身者ま
たは本籍がある人など
■応募方法　応募用紙のほか、ハ
ガキ、メール、ファクスで応募で
きます。※応募用紙は、県文化振
興事業団ウェブサイトからダウン
ロード可能

東北地区国立大学法人等 
職員採用試験を行います

　東北地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会では、国立大学
法人などの職員を募集します。
■第１次試験日　７月７日㈰
■受験資格　平成元年４月２日以
降に生まれた人
■申込期間　５月15日㈬午前10
時から29日㈬午後５時まで
■試験区分の確認・申し込み方法　
同委員会のウェブサイトを参照
■問い合わせ先　同委員会採用試
験事務室（☎022-217-5676）

■会場　アイーナ
■種類　❶一級・二級ボイラー技
士、ボイラー整備士❷クレーン・
デリック運転士（クレーン限定）、
移動式クレーン運転士、第一種・
第二種衛生管理者、潜水士
■試験手数料　6,800円
■申請窓口　❶(一社)日本ボイラ
協会岩手支部❷(公財)岩手労働基
準協会
■申請期間　６月17日㈪から21
日㈮まで　※郵送の場合は簡易書
留で28日㈮までに必着
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

松尾B&G海洋センター 
臨時職員を若干名募集中

　市体育協会では、松尾Ｂ＆Ｇ海
洋センターで監視、施設清掃など
を行う臨時職員を若干名募集して
います。
■雇用期間　７月１日㈪から８月
31日㈯まで
■勤務時間　❶午前７時半から午
後４時半まで　❷午後５時から８
時まで　※勤務はシフト制
■給与　時給800円　※通勤手当
の支給あり
■応募資格　18歳以上の健康な人
■応募方法　履歴書を同協会松尾
事務所まで提出してください。
■応募期限　６月10日㈪
■問い合わせ先　同協会松尾事務
所・藤川（☎ 76-3237）

■応募期限　５月31日㈮必着
■問い合わせ先　同実行委員会

（☎019-654-2235）

安全安心に暮らすため 
電波のルールを守ろう

　６月１日㈯から10日㈪まで、
電波利用環境保護周知啓発強化期
間です。電波は航空機や警察、消
防、救急用などわたしたちの生活
の安心・安全の確保に使われてい
ます。電波はルールを守って正し
く使いましょう。
■問い合わせ先　総務省東北総
合通信局相談窓口（☎022-221-
0641）

産直レシートを集めて 
素敵な景品を当てよう

　市産直連携協議会では、協議会
に加盟している産直施設で購入し
たレシートを集めて、景品が当た
るレシートラリーを行っています。
■実施期間　10月31日㈭まで

家族介護者の悩みを語る 
交流会を実施しています

　介護の悩みを抱える者同士の交
流の場「語らいカフェ・西根」で悩
み相談や情報交換をしませんか。
■日時　６月14日㈮午後１時半
から３時半まで
■会場　珈琲メトロノーム(大更
23-100-3）
■参加費　200円
■問い合わせ先　地域包括支援セ
ンター西根ブランチ・伊藤、山本

（☎75-1255）

軽減税率対策補助金を 
受けることができます

　10月1日に予定されている消
費税率引上げの際に軽減税率制度
が実施され、税率8％と10％双方
の商品を取り扱う事業者はさまざ
まな対応が必要になります。
　こうした事業者を支援するた
め、国では軽減税率に対応するた
めのレジや受発注システム、請求
書の発行を行うシステムの改修・
導入に対する補助金を用意してい
ます。
　改修・導入を行うレジやシス
テムにより、申請方法や補助額、
申請期限が異なります。確認の
上、申請してください。
■詳細・問い合わせ先　軽減税率
対策補助金事務局ウェブサイトま
たは同事務局コールセンター（☎
0120-398-111）

介護職員初任者研修 
受講者を募集します

　社会福祉法人みちのく協会で
は、介護職員初任者研修（旧ホーム
ヘルパー２級養成研修）を開催し
ます。介護職員初任者研修修了の
資格が得られます。
■開催日　６月５日㈬から10月
７日㈪まで全21回開催
■場所　特別養護老人ホーム富士
見荘
■受講料　６万円
■申込期限　５月31日㈮
■問い合わせ先　同施設・渡辺、
大金（☎78-2455）

さんさ踊りのパレードに 
一緒に出場する人を募集

　八幡平さくらさんさ愛好会で
は、８月１日から行われる盛岡さ
んさ踊りパレード参加に向け、練
習会を行います。６月は初心者練
習とパート練習、７月は全体練習
です。
■会場　西根地区市民センター
■日程　６月5日、12日、19日、
26日（全て水曜日）※７月以降の
練習日は会場でお知らせします。
■時間　午後７時から９時まで
■問い合わせ先　同愛好会フェイ
スブックまたは事務局・佐々木

（☎ 74-43６3）

花に包まれた通りを 
散策してみませんか

　あしろhana花フェスタ2019を
開催します。期間中は、人気のガー
デンを巡って景品がもらえるスタ
ンプラリーやぶらっと一日体験工
房などの共催イベントも開催して
います。
　花柄の服を着てよりあい処ぬく
もりを利用すると、市の特産品を
プレゼント。へっちょこ団子の振
る舞いもあります。
■開催日　６月21日㈮から23日
㈰まで

■応募方法　対象レシートを応募
用紙に貼り、加盟産直施設のレジ
係に提出してください。
■応募期限　11月3日㈰
■問い合わせ先　同協議会（☎
78-3480）	

■場所　荒屋新町・サラダファーム
■問い合わせ先　同イベント実行
委員会（☎63-1001）
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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（３月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

遠藤　煌
こ う が

雅（北村・男・大輔）

米川　結
ゆ え な

咲菜（松尾・女・拓也）

伊藤　心
こ こ み

咲（山崎・女・浩行）

工藤　玲
れい

（両沼・女・恭子）

　丹内　義　　　／土沢

　松村　佳朱美　／町組

　工藤　大　　　／高宮

　川村　美江　　／高宮

　池本　道晃　　／浅沢第２

　栁町　早苗　　／青森県

　斎藤　篤志　　／間羽松

　中嶋　弘子　　／一戸町

髙橋　長子　　　85歳　寄木新田

齋藤　喜一郎　　95歳　浅沢第2

三浦　末吉　　　88歳　折壁

阿部　愛子　　　93歳　新町中央

髙橋　タエ子　　84歳　野駄

柳本　啓子　　　64歳　上平笠

髙橋　與吉　　　77歳　上寄木

吉田　信男　　　85歳　南平笠

冨士原　久身　　96歳　畑１区

伊藤　ヨコ　　　92歳　帷子

田村　トラ　　　94歳　時森

中軽米　スミ　　93歳　寄木新田

小笠原　ナヨ　　79歳　松久保

山本　シヱ　　　89歳　舘市

本堂　岩美　　　82歳　薬師

中村　利也　　　94歳　荒木田

工藤　ハツミ　　88歳　間羽松

村井　ヨシノ　　90歳　中松尾

長島　和子　　　82歳　山崎

𠮷田　ミサオ　　87歳　寄木新田

佐々木　大作　　88歳　土沢

種市　トキ　　　84歳　五日市１区

泉山　ツエ　　　93歳　平長

佐々木　シマ　　94歳　わし森

藤川　雅善　　　69歳　曲田横間

伊藤　仁　　　　50歳　中平笠

泉山　キヨ　　　98歳　平長

伊藤　留　　　　94歳　薬師

角舘　順一　　　74歳　新興矢神

髙橋　ノブ　　　92歳　北寄木

佐藤　ソノ　　　90歳　浅沢第１

健やかに 安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数■人口の動き【３月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,592（－100） 6,293（－32）
松尾地区 5,707（－　44） 2,400（－13）
安代地区 ４，338（－　36） 1,844（－５）
合　　計 25,637（－180） 10,537（－50）
男　　性 12,379（－　79）
女　　性 13,258（－101）

出生 ４ 死亡 36
転入 81 転出 229

項　　目 ３月 １月からの累計
人身事故 １（３） ５（８）
物損事故 45（64） 143（193）
負 傷 者 ２（3） ７（７）
死 者 ０（０） ０（2）
飲酒運転 0（0） ０（0）
火 災 １（0） ２（2）
救 急 96（115） 315（358）

お幸せに

（
（
（
（

　
認
知
症
と
い
う
言
葉
が
浸
透
し
、

予
防
や
対
応
の
仕
方
な
ど
の
情
報

が
得
ら
れ
る
中
で「
自
分
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」「
う
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん（
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
）、
も
し
か
し
て
認
知
症
？
」と
不

安
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
人
た
ち
に
お
勧
め
し

た
い
の
が「
も
し
も
気
に
な
る
よ
う

で
し
た
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
」と
い

う
冊
子
で
す
。

つどいの広場に 
おいでください

■
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
は
、
認
知
症
に
限
ら
ず
、
介
護

や
高
齢
者
の
生
活
な
ど
に
関
す
る
総

合
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市地域包括支援センター ☎・内線1093
介護のココロ

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1107

　「つどいの広場」とは、保育所に入所していない
就学前の子どもと保護者や妊婦の人が、気軽に集
まって一緒に遊んだり、情報交換をしたりする交
流の場です。市内には、２カ所の広場があります。
　両広場では、リズム遊びなど親子で楽しめる遊
びをするほか、離乳食や幼児食の相談などに応じ
ています。また、育児に関する悩みや出産に関す
る不安など、子育てアドバイザーが気持ちに寄り
添いお話をお聞きします。予約は不要。無料で利
用できますので、お気軽にご利用ください。
　詳しくは、各施設へ問い合わせてください。

　

こ
の
冊
子
は
、
国
の
事
業
に
よ

り
、
認
知
症
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
か
ら
の

声
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
市
健
康

福
祉
課
や
各
支
所
窓
口
に
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
い
う
病
気
は
人
生
の
一
部

出版：(社福)東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター

Q
R
コ
ー
ド
か

ら
冊
子
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

た
か
ら
っ
こ
広
場

カ
ン
ガ
ル
ー
広
場

■市内の「つどいの広場」
名 称 たからっこ広場 カンガルー広場

所在地

大更25-55-13
大更・大更第二学童
保育クラブ内（大更
コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター隣）

清水219
あしろ学童保育クラ
ブ内（隣接するあしろ
こども園の玄関から
入ってください）

電 話 70-1771 72-2431

開所日
毎 週 月・ 火・ 木・
金・土曜日

（祝日および年末年
始を除く）

毎週 月・水・金曜日
（祝日および年末年始
を除く）

開 所
時 間

午前10時から午後３
時まで

午前９時半から正午
まで

その他
弁当持参可、水筒な
どの持参をお勧めし
ます。

こども園が隣にある
ので、同じ年齢の子ど
も達との交流ができ
ます。

※カンガルー広場の開所時間が午前9時半から正午まで
に変わりました。

『つどいの広場だより』（毎月１回更新）を市ホームページ
で公開しています。利用の様子や毎月の予定などを掲載
していますので、ぜひご覧ください。

市地域包括支援センター
健康福祉課内　☎ 74-2111
同センター西根ブランチ
むらさき苑内　☎ 75-1255
同センター松尾ブランチ
東八幡平病院内　☎ 71-1012
同センターあしろ苑ブランチ
あしろ苑内　☎ 72-3511
同センターりんどう苑ブランチ
りんどう苑内　☎ 73-2860
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

松尾鉱山資料館だより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館だより
L I B R A R Y

Vol.60

今
年
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
最
終
年
度

で
す
。
こ
の
た
び
ご
縁
が
重
な

り
、
リ
ン
ゴ
畑
を
貸
し
て
も
ら

え
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
果
樹
栽
培
の
本
格
的

な
経
験
は
な
く
、
子
ど
も
の
と

き
に
山
梨
の
実
家
の
モ
モ
と
ブ

ド
ウ
の
手
伝
い（
摘て

き

か果
、袋
掛
け

な
ど
）を
し
た
程
度
で
す
。地
主

や
先
輩
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
農

作
業
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
美

し
い
果
樹
園
の
景
色
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の担当
古屋 亮輔 さん

Vol.29

自分のペースで参加できます。
◎活動の魅力は？
　季節の花を使って、バランスを考えながら、自分
だけの作品を作り上げていくことは、楽しい作業
で魅力です。花の名前や特徴などの知識も身に付
きますし、何より花と触れ合うことで気持ちが癒
されます。また、教室に来た人と友達になったり、
情報交換することも楽しみのひとつです。
◎今後の展開は？　
　秋にアイーナで開かれる大きな作品展に参加し
ます。今年15周年を迎えるので、みんなの目を引
く大作を作りたいです。
◎活動日時・場所は？
　毎週土曜日午前10時半から正午までと午後１
時から２時半まで、大更コミュニティセンターで
活動しています。会員を募集していますので、気
軽に見学に来てください。子どもも大歓迎です。
■問い合わせ先　講師　中村登志子（090-5350-
4347）、事務局　森寛子（☎・76-4467）

フラワーアレンジメントサークル いわて

◎開校何年目？きっかけは？
　当サークルは県内各地に教室を持ち活動してい
ます。西根教室は平成16年に開き、今年で15年目
を迎えます。当時は、まだフラワーアレンジメン
トは珍しかったので、多くの人に魅力を知っても
らいたいと思い、開校しました。

西根教室メンバー18人（３月23日現在）
代表：向久保 順子＝山後＝

出来上がりを一緒に考えながら
飾り付けを楽しむ親子

◎活動の内容は？
　①フラワーアレンジメント②プリザーブドフラ
ワー③モダンいけばな④はなあそび（キッズ）の
コースに分かれて活
動。カラーテキストを
見本に、自分なりにア
レンジを加えるなど工
夫を凝らして制作して
います。自由参加制な
ので、毎週でなくとも、

い
ず
れ
は

6
次
産

業
化
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

て
、
私
の
好
き

な
お
酒（
リ
ン

ゴ
の
お
酒
）を

これまで大切に維持されてきた
リンゴ畑

委
託
醸
造
し
て
も
ら
い
、
販
売

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
そ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く

は
お
酒
の
加
工
所（
醸
造
所
）を

建
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
体
験
の
受
け
入
れ

も
行
い
、
八
幡
平
の
景
色
と
農

業
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
夢
は

膨
ら
む
一
方
で
す
が
、
リ
ン
ゴ

の
木
の
よ
う
に
地
に
し
っ
か
り

と
根
を
張
れ
る
よ
う
、
ま
ず
は

機
械
の
使
い
方
、
剪せ

ん
て
い定

、
農
薬

の
使
用
方
法
な
ど
基
本
的
な
作

業
や
知
識
を
身
に
付
け
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ン
ゴ
農
家

を
生
業
と
し
て
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

リンゴ畑の一画にあるヤマブド
ウの剪定を教わりました

東洋一の硫黄鉱山と呼ばれた松尾鉱山

　十和田八幡平国立公園の入り口に位置する松尾鉱
山は、大正３年に松尾鉱業株式会社が設立され、本格
的に操業を開始。以来、昭和４7年に鉱業権を放棄する
まで約半世紀にわたり硫黄を生産し続けてきました。
　最盛期の昭和30年ごろには人口約１万５千人が暮
らし、アパートや映画館などが設備され、標高千㍍
の高地に形成された近代都市は「雲上の楽園」と呼ば
れていました。年間100万㌧の鉱石を採掘し、８万㌧

■開館時間　午前９時
から午後４時半まで

（ただし入館は午後４

に及ぶ硫黄を生産し、
東洋一の規模を誇った
といわれています。
　現在は、アパートや
校舎などの建物が廃虚
となり、当時の面影を
残しています。

◆松尾鉱山資料館の紹介
　当館は、昭和５６年に旧松尾村歴史民俗資料館として
開館し、平成２６年４月に改名して現在に至ります。　
館内では、松尾鉱山の歴史や暮らしを紹介していま
す。松尾鉱業株式会社が制作した動画の視聴や、鉱山
学園のアルバムなどを見ることができます。
　当館の庭には、松尾鉱山鉄道で使用されていた電気
機関車ED251や製錬の釜、索道のバケットが展示され
ています。ぜひ、ご来館ください。
■場所　柏台二丁目５番６号

時まで）
■休館日　月曜日（祝
日の場合は翌平日）
■入館料　無料最盛期の硫黄製錬場

松尾鉱山鉄道で使用していた
電気機関車ED２５１

◆ブックスタート事業を行っています
　親子の図書館利用の促進を目的に、２歳６カ月児歯
科健診での読み聞かせや絵本をプレゼントするブッ
クスタート事業を行っています。
　健診会場で配布する「絵本引き換え券」を持参する
か、利用カードまたは幼児の生年月日が確認できる
ものを用意して、市立図書館窓口で手続きをしてく
ださい。
■対象者　平成28年９月１１日から２9年９月１０日まで
に生まれた幼児

　◆市立図書館からのお願い
　　もし、借りた本や雑誌のページが破れたりし
　た時は、そのまま本に挟んで返却してください。
　専用ののりを使用して修理をしますので、テー
　プなどで修理をしないでください。
　　また、水などでぬらしてしまった場合は、速
　やかに返却をお願いします。

◆おすすめ絵本の紹介
『たてる』

作：サリー・サットン
　建設工事の工程を、臨場感あふ
れるイラストと音で描いた絵本で
す。ズシンッ！やゴットン！など
迫力あふれるオノマトペ（擬声語・
擬態語）をお楽しみください。

『おいせまいりわんころう』
　文：あおきひろえ

　江戸時代に大流行したお伊勢参
り。腰を痛めた主人の健康祈願の
ため、主人の娘に頼まれて大阪か
らお伊勢参りに出掛けた犬のお話
です。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

手作りの細長いパン（グリッシーニ）を振る舞う玉木さん

地域おこしの活動を報告
地域おこし協力隊卒業報告会

　地域おこし協力隊卒業報告会は３月２７日、市役所で
開かれ、３０年度で任期を終える阿部文子さん、玉木陽
子さんが約３年間の活動内容を発表しました。
　阿部さんは、馬を活用した安比高原の芝草原再生な
どの取り組みを発表。卒業後も定住し、馬を介して人
とつながる活動を続けていきます。玉木さんは、山菜
や郷土のお菓子の研究、パン作りの資格取得など、食
に関する活動を発表。卒業後も定住し、商品開発や販
売に取り組んでいきます。

握手を交わす黒澤社長（左）とHIMSのエリック・リョン氏

安比で開校に向け始動
ハロースクール安比校の開校に向けた調印式

　英国の名門私立学校「Harrow School（ハロース
ク ー ル ）」のインターナショナルスクール安比校を開
校する事業提携合意調印式は４月５日、ホテル安比
グランドで行われ、岩手ホテルアンドリゾート（黒澤
洋史社長）とハローインターナショナルマネジメント
サービスリミテッド（以下、HIMS）が、令和４年８月の
開校を目標とする事業提携を締結しました。
　県内初となるインターナショナルスクールの安比
校は、日本の小学６年から高校３年に当たる11歳から
18歳までの7年間の全寮制。開校時は、日本国内と海
外の中学生約５００人が在籍し、最終的には920人までの
生徒数を見込んでいます。場所は安比高原内を選定
中で、約１１㌶の土地に校舎や寄宿舎、グラウンドのほ
か、医療機関や商業施設を整備・誘致する計画です。
　授業は全て英語で行われ、日本の文化を生かした学
習内容を取り入れるほか、山が近く自然豊かな安比高
原の環境を生かし、自転車やテニス、スキーやスノー
ボードなど特別な教育プログラムを盛り込む予定。
　ハロースクールのバッティング氏は「アジアで５つ
目の学校が安比に設立される年に、ロンドンのハロー
スクールは４５０周年を迎える。その節目の年にまた安
比に訪れることを楽しみにしたい」と期待しました。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
、
加
齢
に
よ
り
身
体
の
機
能

が
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
た
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。

❷
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。
歩
道
を
通

行
で
き
る
場
合
で
も
、
歩
行
者
が
優
先
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
車
に
乗
っ
た
全
て
の
人
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
、
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
、
犯
罪
行
為
で
す
。「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。」を
合
言
葉

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲

の
人
た
ち
も
協
力
し
て
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
地
域
安
全
運
動
は「
な
く
そ
う
犯

罪　
ふ
や
そ
う
笑
顔　
み
ん
な
大
好
き
岩

手
県
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
項
目
を

重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　
通
学
路
な
ど
の
見
守
り
活
動
は
、
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
大
き
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。
登
下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ

て
散
歩
す
る
な
ど
、
見
守
り
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❷
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
「
令
和
に
な
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
新
し
く
す
る
必
要
が
あ
る
」な

ど
、新
元
号
を
利
用
し
た
特
殊
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。ま
た「
有
料
サ
イ
ト
の
利

用
料
金
が
未
納
で
す
」「
消
費
料
金
に
関
し

訴
訟
を
起
こ
す
」な
ど
の
電
話
や
メ
ー
ル

を
送
り
、
お
金
を
騙
し
と
ろ
う
と
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
話

や
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
詐
欺
を
疑
い
、
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
鍵
か
け
の
励
行

　
「
こ
こ
は
大
丈
夫
」「
少
し
の
間
だ
け
な

ら
大
丈
夫
」な
ど
と
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

自
動
車
・
自
転
車
の
鍵
か
け
や
家
の
戸
締

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」と「
春
の
地
域
安
全
運

動
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
入
学
期
は
、
通
学
に
不
慣
れ
な
子
ど

も
た
ち
が
増
え
る
季
節
で
す
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は「
と
び
出

さ
な
い　
い
っ
た
ん
と
ま
っ
て　
み
ぎ
ひ

だ
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
項
目
を

重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
運
転
中
に
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
飛

び
出
し
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
、
速
度
を

落
と
し
て
安
全
な
間
隔
を
保
ち
走
行
し
ま

新入学時の交通事故防止推進期間中に
黄色い羽根を配布（4月11日、平舘小）

交 通

防犯
新
元
号
を
利
用
し
た

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

５
月
20
日
は
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

20No.287 ◎2019．5.921



皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

青少年派遣事業を活用し海外留学
や研修の成果を市長に報告する学
生４人（３月20日、市役所）

漆工技能の継承が高評価
厚生労働省の「地域発 ! いいもの」に選定

　市安代漆工技術研究センターの漆工技術後継者育
成事業が、厚生労働省の30年度「地域発！いいもの」に
選ばれ、３月27日に市役所で選定証が贈られました。
　希少性の高い漆工技能者を30年以上にわたり育成
し、安比塗の伝統技能を継承してきた取り組みが評価
されました。「地域発！いいもの」は、地域の産業振興や
技術者育成など特色ある取り組みを選定、周知し、地
域活性化を図るのが目的。28年度に開始してから３年
間で26事業が選ばれ、本県からの選定は初めてです。 県職業能力開発協会寺本事務局長（右）から楯が贈られました

団員を代表し決意表明する寺田相撲
スポーツ少年団の工藤琉誠君（4月
14日、市スポーツ少年団結団式）

山菜味わい今後を語らい
八幡平山菜栽培研究会「山菜まつり」

　八幡平山菜栽培研究会（遠藤光明会長）は３月22日、
友好都市交流促進センターで、会員相互の情報交換を
目的に山菜まつりを開きました。
　会員や関係団体ら約30人が参加。❶マイルドばっけ
❷八幡平みどり（うるい）❸八幡平バイオレット（ニン
ニク）❹八幡平行者の市登録４品種の種苗配布状況や
販売実績を確認しました。情報交換では、市場や産直
関係者へ消費者が求めるサイズや形などについて質
問が飛び、販売拡大へ向けて意見が交わされました。会員が栽培したばっけやニンニクを使った料理を試食

副市長から高橋沙紀さんと佐藤みの
りさんへ修了証書を授与（３月28日、
安代漆工技術研究センター修了式）

大会前に市役所を訪れて市長へ意気込みを示しました

全国の経験糧に成長誓う
市内の生徒４人がリトルシニア全国大会出場

　市内の生徒４人が所属する盛岡姫神リトルシニア
は３月26日、大阪を中心に開かれた第25回日本リト
ルシニア全国選抜野球大会に出場しました。
　所属するのは、西根中の髙橋勇

ゆ う し ん

慎、工藤緑
りょく

、門屋
佳
け い い ち ろ う

一郎と安代中の北舘遥
は る き

希の３年生４人（敬称略、学
年は新年度）。初戦に前年優勝の世田谷西と対戦し、
０対６で敗退しました。主将の髙橋さんは「全国大会
という舞台で野球ができたことに感謝し、夏も全国
大会出場を目指します」と意欲を高めました。

八幡平に待望の春訪れ
八幡平アスピーテライン開通式

　八幡平アスピーテライン開通式は４月15日、松尾
八幡平ビジターセンターで行われました。
　当日は、悪天候のため開通式の会場を緑ヶ丘ゲー
トから同センターに変更。観光関係者らが集まり、
八幡平の観光シーズンの到来を祝いました。
　今季の雪壁は、例年よりも１㍍高く、最大約８㍍。
全国の雪の回廊と比較しても距離が長く、壁が高い
のが特徴で、八幡平を含めた観光ツアーなどにより
県内外や外国からの誘客を図ります。

地域を守る頼れる存在
市消防団辞令交付式

　市消防団辞令交付式は４月４日、市役所で行われ、
昇格25人、新入団員14人に辞令が交付されました。
　田村正彦市長は「どこの市町村も団員の確保を課
題としている中で、たくさん入団していただいてう
れしい。早く消防団や機械の操作に慣れて、活動を
頑張ってほしい」とあいさつ。
　式に出席した新入団員の菅原涼介さんは「火災や
災害の際には、地元の人に頼られる存在になれるよ
うに訓練を頑張りたい」と決意を新たにしました。

希望を胸に新学校生活
市内小・中学校入学式

　市内小・中学校の入学式は４月４日から８日にか
けて行われ、小学校10校で155人、中学校４校で172
人の新入生が学校生活をスタートしました。
　４月６日に行われた安代小の入学式では、小雪が
散らつく肌寒い天候のなか、15人の新入生が元気よ
く式典会場に入場。名前を呼ばれると体育館いっぱ
いに大きな声を響かせました。
　入学祝い品を受け取った関栞

か ん な

和さんは「小学校で
は算数を頑張りたい」と目を輝かせていました。入学祝い品を受け取る羽澤颯人君（左）と関さん(右)

新入団員一人一人に辞令が手渡されました

開通を祝いテープカットを行う関係者

西根中吹奏楽部と共演者らとの合
奏。同部スプリングコンサート（３
月30日、西根中体育館）

４月１日から２年間の任期で松
野・寄木区域の農地利用最適化推
進委員に小原ふく子さんを委嘱
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【広　告】
▪
編
集
後
記

▽
４
月
か
ら
広
報
の
係
に
異
動
に
な
り

ま
し
た
。広
報
の
業
務
は
初
め
て
で
、記

事
の
作
成
と
編
集
ソ
フ
ト
の
操
作
に
四

苦
八
苦
の
毎
日
で
す
。取
材
で
伺
っ
た
際

は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

宏○
○

▽
松
尾
鉱
山
資
料
館
だ
よ
り
が
今
号
か

ら
初
登
場
し
ま
し
た
。そ
れ
に
と
も
な
い

１８
㌻
の
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。博

物
館
だ
よ
り
と
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
不

定
期
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

竜○

▽
盛
岡
市
内
一
周
継
走
で
西
根
中
男
子

が
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

「
す
ご
い
」の
一
言
。
す
ぐ
に
で
も
伝
え

た
い
の
で
す
が
、
5
月
号
の
校
了
に
は

間
に
合
わ
な
い
の
で
、
来
月
号
で
紹
介

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。�

多○
○

●70

絵
を
描
き
続
け 

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が 

自
分
の
楽
し
み自宅兼アトリエで音楽を聴きなが

ら水彩画の制作に取り組む森さん

　昭和10年に東京都で生まれる。国学院大学
文学部卒。栃木、福島、神奈川県に居住後、
昭和59年に安比高原へ移住。ペンション経営
を始めた。平成10年に温泉郷へ転居し、アト
リエ「埴

は に ゅ う

生の宿」を構えた。八幡平の四季など、
自然豊かな風景を水彩で描き続けている。

も
り
・
か
お
る　
８3
歳　
＝
温
泉
郷
＝

水
彩
画
家

　
元
日
本
水
彩
画
会
会
員
、
元
示
現
会
会
員

森　

 　
薫  
さ
ん

　
「
光
栄
の
至
り
で
す
。
皆
さ
ん
に

絵
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
う
れ

し
い
」と
笑
顔
で
振
り
返
る
の
は
、

平
成
30
年
11
月
３
・
4
日
の
両
日

に
開
催
さ
れ
た
市
芸
術
祭
特
別
展

で
水
彩
画
を
披
露
し
た
森
薫
さ
ん
。

八
幡
平
市
内
の
白
樺
並
木
や
青
森

県
の
奥
入
瀬
渓
流
な
ど
、四
季
折
々

の
風
景
画
13
点
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

　
絵
を
描
く
こ
と
が
得
意
だ
っ
た

森
さ
ん
は
、
中
学
２
年
生
の
頃
、

福
島
県
へ
学
童
疎
開
し
て
い
た

村
の
文
化
祭
で
、
水
彩
画
家
石
井

柏は
く
て
い亭
の
作
品
と
出
会
い
衝
撃
的
な

感
動
を
覚
え
た
。
自
身
の
画
風
へ

の
迷
い
は
確
信
へ
と
変
わ
り
、
水

彩
画
家
を
志
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

　
し
か
し
、
親
の
反
対
に
よ
り
東

京
芸
術
大
学
進
学
を
断
念
。
結
婚

後
に
妻
が
病
気
を
患
う
と
、
コ
ー

ヒ
ー
専
門
店
を
経
営
し
な
が
ら
看

病
に
努
め
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ

た
。
独
学
で
絵
を
描
い
て
も
応
募

す
る
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
森
さ

ん
だ
っ
た
が
、
平
成
元
年
に
日
本

水
彩
展
へ
初
出
品
。
以
来「
継
続
は

力
な
り
」と
、
ひ
そ
か
に
師
と
仰

ぐ
人
か
ら
の
激
励
を
糧
に
出
品
し

続
け
、
１３
年
に
日
本
水
彩
展
三
宅

克こ
っ
き己

賞
に
輝
い
た
。
１６
年
に
第
２５

回
コ
レ
ク
タ
ー
が
賞
を
選
ぶ
絵
画

展
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
23
年
に
日
本
水
彩
展
の
審
査

員
を
務
め
る
な
ど
、
数
々
の
功
績

を
残
し
て
い
る
。

　
森
さ
ん
は「
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り

し
た
い
で
す
ね
。
先
輩
方
が
果
た

し
た
白
寿（
９９
歳
）展
を
私
も
開
き

た
い
」と
意
欲
を
た
ぎ
ら
せ
、
今
日

も
ア
ト
リ
エ
で
筆
を
走
ら
せ
る
。


